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担当課室 特殊疾病対策室

上位政策

水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に
関する特別措置法第37条

-
関係する計
画、通知等

椎葉室長環境保健部

一般会計

担当部局庁

環境政策の基盤整備会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース) 39 50 39

47

19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 37

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　一部改善

　(複数年に渡り継続して実施していることから、事業内容を精査すること等により、予算額を節減すべき。)

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

毎年、評価委員会及び推進委員会において、第三者の専門家に当該年度の研究についての評価及び、次年度の研究
についての意見をもらっており、21年度においては、一定の成果をあげたため終了する研究もあるなど、効率化を図っ
ている。その上で、水俣病被害者の救済及び水俣病問題の解決に関する特別措置法第37条において、「指定地域及
びその周辺の地域に居住していた者の健康に係る調査研究その他メチル水銀が人の健康に与える影響及びこれによ
る症状の高度な治療に関する調査研究を積極的かつ速やかに行い、その結果を公表する」こととされているため、必
要な調査を実施する。

委託先より、事業実施段階での支出等について相談を受けている。また、研究内容については評価委員会及び推進委
員会において、第三者の専門家に評価してもらっており、次年度に同様の研究を継続するかどうかを決めている。な
お、それぞれの研究について、評価結果は良好であり、環境省が期待している成果を挙げている。

事業番号 ２８９

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

昭和48年水俣病に関する総合的研究

執行率 83% 106% 105%

平成21年度実施状況：（財）国際医学情報センターに、39百万円で事業を委託している。
研究内容：水俣病発生地域住民の健康問題に関する研究、神経症状・感覚器障害に関する研究、メチル水銀ばく露に
よる健康問題の国際的課題に関する研究、メチル水銀の細胞毒性発現機構に関する研究、水俣病の病態生理と治療
に関する研究等

39

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

本業務は、「水俣病患者や汚染地域住民の健康問題等に関する研究領域」（社会的課題に関する研究）、「メチル水銀
の生体影響及びメチル水銀汚染後の環境修復に関する研究領域」（水俣病に関する基盤的研究）の２つの領域におい
て、８つの研究班を組織し、個々の研究ごとに研究項目を設定して実施している。

水俣病は、今なお、水俣病の認定患者の症候の推移や地域住民の健康問題等についての課題が残されており、行政
事務を円滑に進めていくためにも、水俣病に関する科学的知見を集積する必要がある。さらに、水俣病の発生機序やメ
チル水銀毒性等も完全に解明されたわけではなく、これらについての研究を水俣病に関する基盤的研究と位置付け、
メチル水銀による神経毒性の発現機構の解明及び急性メチル水銀中毒の治療方法の開発、環境汚染への対策方法
を開発することが望まれる。本業務は、このような状況を踏まえ、水俣病について「社会的課題に関する研究」及び「水
俣病に関する基盤的研究」の両分野における基礎的研究及び応用的研究を行うことを目的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

5147



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

３９百万円

【一般競争入札：委託】

Ａ．（財）国際医学情報センター

３９百万円

【再委託（外注）】

B．大学等（8班）

２６百万円

研究班の設置・支払、評価委員会

及び推進委員会の設置・開催等

研究班：

Ⅰ 熊本大学（主任研究者：加藤貴彦）

Ⅱ 自然科学機構（主任研究者：柿木隆介）

Ⅲ 国立長寿医療センター（主任研究者：中村昭範）

Ⅳ 秋田大学（主任研究者：村田勝敬）

Ⅴ 東北大学（主任研究者：永沼章）

Ⅵ 新潟大学（主任研究者：高橋均）

Ⅶ 山梨大学（主任研究者：小泉修一）

Ⅷ 摂南大学（主任研究者：芳生秀光）

水俣病に関して、科学的知見を集積し、

また、水俣病の発生機序やメチル水銀

の毒性・汚染への対策方法の開発につ

ながる研究を実施する



計

費　目

一般管理費 5 備品 研究機器

外注費 研究班（8班）への支払 消耗品費 実験・研究用品、事務用品

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

2.5

1.1

26

計 39

消耗品費 電池、ファイル、ＣＤ－Ｒ 0.01

使　途
金　額
(百万円）

費　目

A.委託費（（財）国際医学情報センター） B．熊本大学（主任研究者：加藤貴彦）

使　途
金　額
(百万円）

人件費 事務局人件費 4

旅費 委員旅費・事務局旅費 0.9

消費税及び
地方消費税

1.9

謝金 委員謝金 0.6

会議費 会場費及び飲食費 0.5

印刷製本費 報告書印刷費 0.2

通信運搬費 宅配便、郵便代 0.3

旅費 調査研究旅費 1.1

外注費 健康診断事業 0.7

賃金 0.5

計 5.9


